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は　し　が　き

本掛こぶける餅推工業aj試放研究指導機関-L従来-能登川-長浜の二ヶ所に繊維工業紬

場として設置されていたれ昭和5 2年絹､本県の騒拝改革にlって､これを壌軽工業指導

所と改め､長浜に本所をまT=能登川と高島に夫々支所を設け新発足LT=のでありますい

本県の聯紅葉ほ事柁馳中心とLT=朝東cj能-地方(夏座市乳夜具姐芯軌上布等う

湖北の長浜周辺(チリメソ､蚊軌ビロード等) ､鵬の高島地方(掬タイヤコード､原軌締

クレー7･地等)に主として散在｣古くからそれぞれ特産品の産地として著名でありまチ

当所の業薪内容として7rJ-試艶研究;ニ偏しに行き方-正し･掛こ県欄軽工業の鯨興発展に/

寄与するT=め巡臣慎也手絡.特産品の声価の向上､品種転換技節指導､企菓純化指導および

職員研修等vL重点を置いていますU

支所は夫々組合内に置き､また本所は旧長浜璃鮭工菜試験場Q)建物を改毅すると同時に新穀

試換器具約4はを設置し,各瞳の依由緒に応じると同時:･=基脚､応梢的T消験.研究に

も活用し.時流におくれざるよう努力しています-

昭和5 2年取ま所内外壷僻0-"=め所姑の目標には達し得なかりTd1-本年度は設備も一応完

成し磯貝一同協力の結果散力trから業界発展q)ため尽し待T=ことは堂外の悦びでありますU

こゝ数年問停止これていT=業務報告二∴改組を薬榛に今後拭けて発行して行く所存であ｡ま

す.,

以下昭和5 2年_同5 5年鮭において実施しT=業務の内容Jjうち主なる事項について穀賢し

ます.,

昭和　5　4年　7　月

乾賀県鰐綻工業指導所長　井　沢　　倍

(2)

r

指　導業務に関す　る概要

科即急数社進歩は前世紀1 0 0年の経過か昨年1年C･)進歩t･lL庶当する程の状勢であり､この

閥しい科学U)精華を見ると､一見実射こ現れて吾々Oj P･硝かし-に思われるか･その芸串

i一博遠にして鮎に古くから雛として働いて待T=数々C)研究か集環LTLものであるU古諺に

｢木の長さを求むるものは必ずその板木を酎ばれ鴫きを慾するものはその源泉を探くすべ

し｣とあるが､当指示所Qjl濁みの那亡T=･;rfLtiel･究努力が一見直ちに役立T=たくとも･庭も辞れ

は山とTf fHljが多数等まれは葬蜂となる如く一つの工業の発展はその他如基鮒学術の読究が

ぅ空く実地に開き･iLる事によって達成されるものであると謂う確信の下pl指導及試鋲を行って

来T=.特に本牌産品棚y:;る伝統>一躍達-故を茄詞として時代に即応LT=製品欄作鯛ろ

T=め一二天然繊経と合成樹臣との夫々の特赦を生かしT=混鼠によって今迄得ろ草の出来なかりTL晶

宜U)研免県下中小企業qJ工那波の-図案恵取説物汚鴫の柵を行い謹節棺等を私

て来た. 5jT日噌しい鞄が投げかけられて来る0-)-小企業-為の実の技術指導榛編として

政見を現地二派遭父巡珂して指導に当って来た｡

1.技術指導に関する事項

中小脚匡工業の技術水準を高める為-その昆荷指導が地方縦工業の棚齢最も重

賞蛸務であり_これを完遂する勧こ;,-JI T=ゆまぬ試盤研究や敬員の捌如迎賓であると考え

~こ居る..

県下約1 '占ロ0工場の全工場を成術醸こすることは現在鴫員数で完全に行う掛紬タ等

ぬ奉乍FL主力を之れqL燥注し甥高菜坊と塀綻工期巌卿瀞こ連絡を密にし一生把な事と謂

ぇども早急F_之れを解決し生産管理をFj一滑に･する為､適切な計画oj-flこ工場を巡回し指導を行

ぅと共Iこ緊急事項叉は要請に川､その都度工適軍閥LLこ出向き之れが指導に当ると共に日々発

奮する藷開削瑠決を求めてLj%-Lる業者の度術相談や.依頼されT=試験をrTlて来T=概夢は次

述仁泊りである･･　　　　昭和5 2年度

._1._ー上目.日.I.I_卜.=.;-.IILI;=1日‥　=　ト=｢===.･-I-･･



昭和　5　5　年波

a　巡回及ひ実地指導

粒物及ひ異絵について

製絞準備について

染色,捺染について

盤を笠を仕上について

意匠BJlni寮について

壬と　仁.一　也
/　ヽ

計

b　質疑応答

穀物製織について

製縦準備に_ついて

染色_捺染について

整理仕上について

.q素意匠せこついて

試験について

其　の　他

計

C　依凝試飲

糸の試汝関係

布の試験崇.:係

漂白染色詫敦

放物分解

工業用水分析

含水率託艶

窟丑.定性分析

国賓精係

其　の他

計

捻　　計

(4)
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ll 1

a_　JTITT一党会及囲纂展示会

会　　　　　名

縮　緬　研　究　会

合成樹臣頬臨研究金

運蒲拙夜具地研究会

喝　轟　展　示　会

2･試験指導i･1嵩する事萌

近時倉棚の進出櫛致されて従-取乱羊毛､化邸等iこよる製鼠染色､仕上ー加

工技術は著しく進歩して采にかそのオ1ほ･製品品質向上であり､牙2は製品品質は全く向-

でもそれを製造する工在-k改造し革靴.高速化･速読化する事VLよ｡､生産コストの低下を

員ざL近代工業にふさh Lい産菓形態を着々として確立LT=為IT･あり､今後高分子化学の発展

と高エネルギー放射辞Cj応用等-こよって更に発達するもujと思われる-･顕る状勢下vTL於いて製

品品質の向上を中心として試験指導締って釆T=Uそ色魔敷三次述摘I)であるU

(1)ナイロン丹前地

目　的

長浜地方の麻緋物業者は約4 e P台の遊休原田式中｢臓顔を有し､之れを設備農金を

投入する車なく有効町絹する番を強く要望射しナイロン丹前地の試作試験を行ったo

内　容

蘇横原田式小Tfj接嶺

原料　縫糸ナイロン7Dd　500T/ms

緑藻　各瞳鱗経の糸を艇吊する

密度　挺糸　56をcm紡糸29=*jcm

抜糸紳付　　ローラー餌付

染色　　甜生及酸性媒染染軌セリトン染料で糸染

結　果

1-.~■■･.■･.~二~:=t:-I :三~二

｢



測定 韓糸塩別 佰Y�)7���冉粟ﾙ7３��"ﾘ��ｳｨｪｲ�

タテ �8�5"�タテ �8��ｲ�

琉毛糸恕 鉄り8ﾒ�64.2 塔"�8ﾒ�84.0 都ゅ��

テトロン紡敵糸(離) 妬�ゅB�75.9 都る���90.0 田B�"�

どこロ./糸6Py2 塔r���98.0■ 都R���58.a 塔RﾃB�

ナイロン糸'lOd_ 都*3��90.1 塔停經ﾒ�70,0 塔b縒�

弾性率こ於いては挽毛糸借問が挺秀で他は余り大差T_rく､防第枚に於いても琉毛糸使用

が経紳方向共rL何れも良くナイpl/蘇_テトFlソ糸使閏が之れに次いでいるU亦製扱后

紳抜ヒートセット后野付珪上法と捌き加工e:上を払たか岨合一触感等から卿細江仕

上を行うべきであるUこの紡呆け研究発表会を開催し対韓を更に検討しT=U

(2)カネカロン_宅混紡着尺地

目　的

前記ナイロン丹前地と同じ

内　容

放　機　　原田式小巾紋鶴

原料　経.緯糸共カネか./宅混紡糸　64PT2

密度　軽　蔑lD羽/cm l羽2本入

神　16･5本/cm

染　色　　酸性弥卜及ひセI)トソ染料で先染

仕　上　　宅焼.洗妨一家噂､ F7-タL)-プレス､蒸誠､仕上

結　果　製紙容易にして生産能率は長い〕然し同色の場合堅牢染色について充分試験すべ

きであるU防しわ度軽方向875%.韓方向87.5%.圧縮野性度65.8%の製

品を得研究会に発蓋し故討を更かこ加えたV

(5)カネカPンそケツト

臼　的

791)ーレ系合成繊維の特性,特に弾性.触感を生かしTCモケツトを試作し辛県の二歪天

悪銭業者の参考V_境する｡

内　容

抵鎖大閑式二豪天膏拭鮫整

原料経T,?ィル芸警ネ芸｡二,oR{j-S8;'6,2

(占)

._ーr

･.　　　　J- ･-･I･II等--/.

t　　万

.=　g

▲､

緯　鮎≒川De/,

密度　経25･4杢完　緯50㌔

廉糸粁付　　　TLLuゴーセノールGLO5　2%

染色仕上　シャ1)-/グー括軌染臥址

結果　数接は非常に容易で織上｡良好であるか･
ヵネがソ糸tLLBかの坪剤を附与LT=

ものil･r層射凝に尉〕れるu

染鰻雛J=-h一法(,･--ついて-分の研究-う必-あ硝-にてJ{イルの飼

郎き鮎-7uべきであるU然しそ--旺鰍性にも優綿後賦

ぁる製品を作る革か出来ると思考されるo

(4)テトロソ､クレープ

呂的

本県舘鮎-鮎クレー7･-地であるが-糸共-ロン紡蔽約位恥新しい

鰍と味-畑物-阿る--F-i･T-綿糸-義-止め-雛lり榔･

れT=淵しテトロソ榔自体の-翠-質及び,i-マネソトセットは不恥言う条件

かある蕗城常-しい閑-あるが一応-め法【こついて耕しT=J

供試料

A)供試糸

テト｡ソ紳S/,フイラメソ- 58フィラメント長さ弓inn

B)樹剤

pvA.アロンA-20 (P). CTILAClフノ1･1-障

C)柔軟剤

バンソフダーKS.サイテックス(P)･ p-ド油

試鮫方法

A)撚糸

伊太利式撚糸頼使用

除数167CzTITL

B) ,;.%止方法

撚内力を充分に生かす必葵つ為yこ軸･方法城吊したo

†鮒方法はィ､ロの方法で行っT=り

抑伊太利式撚糸-て-と醐-うJ確で即ち縛りロ-こ直脚蚕紙

付け卵付しT=後ゴムトラーγこて-の師繍去-- ,-i.:ピソ鴫路

tpl伊大利式撚-にて撚糸後部叫極にて野付を行う｡

(7)



結　果

巻故速度　90nkin･

木凱糊付p-ラー間張力1ロ～2LiF

巻取枠　サイジングネル聞張力　50-1LIログ

7クリル酸ソーダーであるアロンA-2 0はチリレ-/鮮離-の表観音が比鮫

的良好であり, -度が高いので-付式でサイ-ダネルで余剰の桝を除く

事により可成艮し魔果を収めT=o

離PVA5%アロン0･5%0二脚村法で酵温馳用目1 2℃･二回

7 O ℃ほ最も良好であるや柔軟剤叫銅は撚止め効果智減少し不適当と思わ礼

ち.文雄糸の操｡剛性-辞つ鐙の印-を作る為｡摘粘度の糊剤が良い

様に息hれるo

(5)./I-ランフイラ}･/トの持擬加工

目的

サラソフイラメソトに車齢を与える方法1i･業者OIJ鰯恥より終LT=｡

内容

スプl) yグ加工の方法としてほ特殊の装置をJ-fI,頂とするのでヴイスコースレ-ヨン糸

(格外品)とサランフイラメソほ-し之れ綿--トセ-臥鰍を挿し

七後之れを節撚叉はそのまゝ '･r)状態で縛椿を与えT=】

サランマルチフィラメント輝度5占Lld-フィラメント数5本)の夫々1本のフィラ

メント出変乱ダイスコース人絹は繊度1 2 8d･で之れを合於するu

･N…1.15 Zz≡ 1. ;2,≡::昌,Of4 Zz"Ho7 :2:T,I:

熱処理条件　85｡-90℃で5°分処理

漬硫酸処理　　　7摘鞄SO4

解撚数は合糸撫数の8 nJ %のS松を施こす

轄頼率及薮度 

瞳別 髭Cs���Ⅳ02 比2迭�I:寸04 
LJ:iJ､ 拝絡率% 強度F t_-_.. 滴8ﾒ�8ﾒ�28.8 �)�ゆ��25.2 

218.7 �%��經����"����ヵ�"ﾂ�

結　果

未処理原糸　　2 8 1.5g

(ll 1 00T壷-碩数相続率良く範舘少率も少TIく良好である6

(21繍臣坤解する方法{-応目的は達成されたが経済性よ｡考え掛こ装置を考える
(ら)

確潤遜溺腰

ヽ　･･(I.･き. ･1･

L　　‥　　　　　､､　　　-　　　　L　-　- l　　____._._

べきであるU

(6)ビスコースかエ　スフ糸の強撚糸加=法

目　的

I

スフ糸5 CI E;にビスコース加工を施し麻の鼠倉を持TLせT=原糸に強松を施し盛夏伺ク

レ-7'を試作する為施樵法L/1ついて業者i:りの依紙を受け試験を行っT=o

内　容

①　下津　　駄科=･ビス加=Cj為に相当に硬味を有し之の状態で強控を施す事ほ困難

と思hれ撚糸前に柔革処理を行｡ TL=｡そa坊fiJ_三は次q通りであるV

バンソフクーiES 0.5%

〝　　B15　ロ.5事

ベンベロール　　　0.7dku

ミネロ-ルS O.5%

ダイポ))ソ　　　　ロ.Sdh)

5倍豊の洋比に4O～50℃にて5分間浸清し絞り率1 C U%とし乾喋は

風乾とすり

②　限界棟数

柔軟処理しTC糸を張力2 5- 5 0 9の下で検於鮮Kて轍をカけ糸が切断する迄の

撚数を求める)その結果次の通りである｡

･くンソフクーKS　1546T/Tn

〝　　B1 5　　　126ロ

ベンべロール　　　　　1 278

ミネロールS　　　　　1554

ダイポI)ン　　　　　　158ロ

原　　　糸　　　　　1274

③　準度変化の影響

限界撚数を求めT=所ダイポ1) ～/39+･低濃度.･･-も拘F,ず比較的良好の結果が終られた

こ　こと及び溶液詞婁Q)容易T=所から之れを使栢しその掛資vt--1る限界軒数を求める

と次の様であるo

ll･6%　1 44PTym

ロ･摘　1 454T/m

④　施擦及撫止め

以上の紬の結果n占% 3,'1ポ1)ソに1時間5 5 ℃で浸挿し伊太利鰯一概糸

〔9)

･､･卜,h卜･･.;.,A..I..∴:"._トト　　I



した｡撚止め方法は粛粉1 101の手刷Jl掛こて行う山

①　結　果

ビスコース加工を施こしT=糸は非常に硬く且つ各繊維が完全Vこ固着し固定されて

居る為撚によって杏奈揮巨が滑りを生ずることTLく､横だほその個所pl於いて凍ら

れて行く為,丁麟節LT=様な状態とTfり強力の低下が著しく充分の政撚糸は得
rTl

られT-TかっT=｡誓界-ほ1 4 4 0 Tymであるが-的FL!r三一0 5G i/mで施撚

連投､張力等を考慮しT.CけれほならTLい｡

(7)蘇蚕糸の締付について

日　的

比の麻糸は襟度斑が多く絃霊に太線の差が大きいので此J)糸を借用し7こ細物は風/tTの変

っT=ものが出来ると怨敵されるU然し此の糸を在来の印斉)を剛＼て糊付､製織LTC結果
/

非常かこ毛羽立が多く開E]も不可能という状態L･lTfっT=｡勿論撚糸を施しTr_ものi･=ついて　r-

は製粧可能であるけれども取合か非常に変って来て所期cj日的i･こ沿し､待lrい為,無松糸

U-_､･条件の下Fこ抱合性の増力.n,巨は勺とLT.=糊付託敦を待｡ T=u

供試料

A:誉蚕糸　　　120工)無撫糸

強力　'l占5.8,9　侶軽24.5% (温度1 2℃､放資74%)

水分率　　12.5% (温度1 5℃　湿度e2%)

B :且に･2度締付を行っT-_もL'_'

これはこの軒:帽敬を行う迄雌糸､平糸UIF籾付を箆っT=が平糸の場合其耗不

可能の状熊であったUJ'でこれ等のもqllを参考として試艶を進めて行っT=のでそ

の珊iI,･j配合率は次t')通りであるuこ山王1度輔では結果不良のT=め2珪榔とし′､

てある｡こU_)場合の畔付方法は｡ -ラー糊付法である｡

紳　　　　ITl　　　牙1回目

アルギ1/'彊ツー_I/　　　　2_ 0 %

PtⅤ､A O･工}一口5　　5.ロ%

曙　　　　　　　　　　　　ロ. 5cID

**.+-:1) /

オ2回呂

1.t Cz%

5.8 5070

ロー585010

0.555ち

印ftli方法

1　ローラー締付

2本ローラーでローラー脚こガラ司奉及びスポンプを.'k同して軽く.絞り2本目で

も同様にして綴っT=oこU)場合に於けそ糸連中三岳今1 7 7J5m.ローラ-の表面

(1円

∵∵ -.r.≡

最　　　　　澄菅篭警警-

福　　　　　　子　B q

速度は毎分2_5 5nlであるo供試料Bのものは全部こe)方法で行ったものである0

2　ツポ榊付

これは次国の如くである｡この場zniO)糸速盤ほローラー粋付と同線である.巻取

部に於いて安蘇を速める為ヒーター及びフアンを使用したo

ツ　ポ　糊　付　法

-㌔": -.ナ牽÷士茸
l　_-　l

･ ･ワ三′

/

l

iiiiii面--Ilk

士一丁:･＼.一､

巻　枚　枠

ヒーター

大書/rヂ

糊剤及び同濃度

在来の輔剤の外plこの試鹸qj目的上粘着性と抱合性の優れ7T=もUjを選んだ｡又夫々

の糊剤の効果を知る為それ等を単独Ell軌､た｡

概　剤　名　　　　　　浪度も　　　　　以後匪用する記号

防　　　　　　　　　　　　5.O N5

clmC　　　　　　2･0　及1･O C2及cl

アクI)サイズ22ED　　　6.ロ

タでノ1)　M　5ロ　　　2.O

P,Ⅴ､A O･T,-85　　　&.O

〝　　　Ljrl-fI- 1 7　　　4.ロ

〝　　IqTfI-2 0　　　4.P

フノリ 2.0

AG

T7

8Ijロ5-4

Gf王1 7-4

1JR2ロー4

F2

糊付.糸の定合性

抱合力はヂ-プラン式¢抱合力試験横を使用しT=小その時の条件i朝欠の通りであるo

糸木致10本

テーブル速度　1 0ロ往復/分

張力1659

圧力伽孟)　81g/1晒

('1 1)



㌔こ=二二

判定方法として1 0本中1本が毛羽立0.5cm毛羽plよ石塊の発生､櫛椎の解放等が発

生しT=場合の1 0位の回数を読み巌r). 1 0回測窪した平均で表わし抱合性0と云うのは

測定の1 0回共テーブルOj往復が1 0回迄V:1上記の条件に成ってしまっT=ものでテーブル

が1 0回以上往復するだけ叫包合力が無かっT=もcJである｡

測定時に於ける大気の状掛i総て温度2ロ'C､線度6 5%である.

1　ローラー糊付方式pllっT=もの

1度畔の場合の抱合力武扱結果

記号 倩驅��N5 �6ﾂ�C2 白��b�I T7 貯xｦ�T俣B�杯���rﾓB�12ADJ空4 ���)7�2�+Sx+�.�,ﾂ�

毛羽発 生回数 ���2 ���1 辻�26 辻�8 ���R�80 辻�

ユき 辻�- 辻�- 粉�- 唯�i 辻�16 

A6 ･ F 2のものについては締付結果が不良であった0.)で抱合力試験は行もTLかったU

上記の結果ー抱合性の良好TrものはNH-2 C-4とT7であるがT 7は非掛こ濃度が

高い為であろうと思われるU更に上記の輔を組合せ乍ら2度目の糊付を行っTLu

その鼓巣は次裏町通りであるU

2回目にN 5 ､甘,･を剛､たのは,･Lk潤した在来0-3柵刑中皮稗の伸度の大きいものと小さ
rJ

いものの比較を得る為である.,

2度輔の場合の抱合力試験蕗果

2壷三豊 斐R�Cl ��b�T7 把"�GE 17-4 披�#�ﾓB�Aに2度輯 したもの脚 

l記号tL= 

Nf �)?｢�10 辻�占5 ��B�- 辻�- 

F2 �#��1 ��B�84 辻�- 辻�- 

GL 05-.4 辻�- 辻�- 姪#R�- 辻�27 

qH 17-4 辻�- 辻�- 田"�- 辻�55 

hTH 2D-4 辻�l 粉ﾒ�- 辻�22占 �#S��lC4 

~宵7層雨の結果よりC11りもC2の方が良いのであるが.C2の方は非常に粘度 

く作業が困難たことと,その為附音速が出来るのではTrいかと思われT.A.のでC lのものに

ついて試致した.,上記の衰全部を埋める組合せの紬をする時間がたかっT=が試敢結果i

ウ､ 2度坤の娩栗は夫々の輔の効果q)和ではなく辞として表われてくる様であるU然し中

yこほC 1 -F 2の如く交互作鞘J)T･=いもcL)もある様であるU稗対的(,=頁VA系が長くそれ

も低重合度のもの1り高重合度のものの方か良い様であるo

2　ツポ押方式vlよっT=もの

比の方法は押液中を糸が通過する為､ F】 -ラ一l-方式9)もJ)より榊の附藩か多くTLると考

(1 2)

えら鞍も.又2騨至の試験結果上り抱身性a娘勅であっT=o P-lLJP_ぷFZ Cについて濃度

を変えT=ものの結果は次の通りであるo

1度柵 ��ｳ)7姥ﾂ�5度糟 兩畏y|ﾒ�

B (訂ニ2度印しT=もQ)) 比S#�ﾓR� 都R�

NH2O-5 �t�(�ｸ�ﾈ耳ﾍﾂ� ���B�

a 比�#�ﾓR�lTL.TH20-5 ���B�

NH20-4 �t�#�ﾓB� 鼎���

B 兀VeC#�ﾓB�NTd20-4 鼎c"�

表中　20-5. 20-4は.夫々澱度5%､ 4%を裏わす

濃度を1 %増加すれば抱合性は急増する様である.又｡ -ラー方式のものと比較しても抱

合性は増加されている｡

強伸駿試験

地合力Qj長幼と思われるものについて強仲良試験を行っT=結果は次の通りである.

坪付プ式 佻�ﾇHｴﾈﾘb�強力ダ ��ﾉNrR�

PJ-7- �x蔘(8ﾘ�ｳC)Ny�｢�557_5 �#R繧�

〟 �"蓙f�#�ﾓB�182 �#B���

ツポ 粕ｨﾏｳ#ふC)7衣"�517 �#��2�

〟 牝"蒿c(8ﾘ�ｳ�)Ny�｢�406 �#%��

測定回数は何れも1 0回平均_温度20℃ー線度65%

強力は原糸rL比して増加している｡伸慶!,i糊付をした場合普通低下するものであるが低下

率は少なく原糸の伸度を失h虫榛であるt,

結論

ッ欄方式Fニ上るNfI2ロー4の2度坪の抱合性は撚糸(5O OTh)し場合のそれ

と控i･同じ位と払たのでこqJ碑こより鮒を行い-簸川も･韓56*/cnの密

度のものを試殺した結果､製紙可能とT_rつTCuこの場合Q)軒の附青畳は8,1 %rであったd

(8)変り棉緬に於ける二､三Qj物理的性質について

日　的

現在の蘇緬に新鮮味を加える為に､種々の締糸を削,た変り縮緬を試鼓した甘共等頼緬

の触感gこよる風合とか､こし等を表示する寮は新しいが､構成要素の解析の一端として試

技LTLものql就いて,圧縮弾仕度_防舷度.硬軟性に就いて試験LT=｡

(15)
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川　試　　料

製織要素は下記の通りである.,

盗泉:生糸2 1中5本の糸を鯨寸問1 e O本入れて製綴LT=｡

経糸の条件は全試料tl就いて同一であるU

韓糸構成は次の通りであるu

No_1　生糸21中8本+ナイロン40D/2X52OO回/米S･.･A

同　　　　上　　　　　　　　　52ロロ回/米　Z-･B

生　　　　糸　　21中X12本　さ.ロo回/米　S-C

配　　　　　列　　　A. CL-･B. C.

密　　　　度　　　9 0本館/寸(練上､以下同じ)

No.2　カ　ネ　カ　ロ　ン

生　　　　　糸

同　　　　　上

配　　　　　列

密　　　　　度

No,5　生　　　　　糸

テ　l)　レ　ン

生　　　　　糸

配　　　　　列

密　　　　　度

N8.4　テ　1)　レ　ン

80日/2>:500回/米　　　S-A

21中×10本5200阿/米　Z･.･B

A,丑. A. C.

8 8本/鯨寸

21年xlO本52ロ0回/米　S-A

lロロDX　2本-5ロO回/米　S･.･B

21中xl O未52CI.O回/米　Z･･･C

A. B. C. B.

6 4本/鯨寸

13CD+生糸21申6本

52D P包/米　Z･･･A

同　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　S-I.B

生　　　　　糸　　　21中xll奉52ロロ珂/米　Z･･･C

同　　　　7　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S-D

配　　　　　列　　　A. C. B. a

密　　　　度　　　9 5本/鮮寸

他5　テ1)　レ　ン　　1O Pt)+生糸21中xd本

同　配　密 上

列　　　A. fL

度　　　9 1本/鮮寸

(14)

52DCl回/米　S-A

Z,=･B

⊥

No.6　生　　　糸　　21中X9本56Oロ周/米S+

生糸21中X2太2ロ0回/米　7,.･･A

生　　　糸　　21中X9本5占ロCJ回/米ZJ+

生糸21中X2本2[)ロ回/米　S･.･B

生　　　糸　　　　21中X8本5ロLn回/米　S･･･C

配　　　列　　　A. C. B. C.

密　　　度　　　9 0本/鯨寸

No.7　生　　　糸　　　21中X9本　5iロ8回//米　Z-A

同　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　S-B

生　　　糸　　　21中X12本　5CO国/米　S･.･C

配　　　列　　A. C. B. C.

密　　　度　　　9 D本/鯨寸

No.8　生　　　糸　　21中xl1本520CFDj/米　S･･･A

同　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　Z･-B

生　　　糸　　21中X5本　58OO回/米×2

上　擦　　　50 〇回//米･･･Z釣糸･-C

R.叫

上　　　　　　　　　　　　　S-･騎糸･･･つ

配　　　　列　　　A. C. B. IL

密　　　度　　　8 8本/鯨寸

No.9　生　　　糸　　　21中xl 1本5200回/米　S-A

同　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　Z-B

生　　　糸　　　21中X5本5占00回/米X2

上撚500固/米Z　駒糸-C

S･･･釣糸-D

生　　　糸　　　21中X8本　500回/米　　S-丑

配　　　　列　　　A. C.丑. B. T). Fl

密　　　　度　　　9 5本/貯寸

尚参考の為､長煎地方で生産されている一部のもq-･川こついても試致しT=.

その試料U)概略は次の通りである.

A　縫　糸　生糸21中4本今泉198本/貯寸

緑　　木　生糸21中8本X200回/米　　Z;･･a

生糸21中1 5本/2占Oロ珂/米S-b

(15)
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生糸21中1 5本X2占〇 PBii/米7/･･C

配　　列　a. b. a. C

蜜　　鮭　9C1本/軒寸

p,紡　　糸　生糸21中4本合糸174本/鱈寸

韓　糸　生糸21中1 1本×21CHl.rlq/栄.S･･ta

同　　　上　　　　　　　7) -t)

配　　列　a t)

密　　度　91本/軒寸

(2)試　験　方　法

1_圧縮弾性度2cmeの試料を5枚量れ初荷重5ログ/i-m2mて5 0 0 早/崩の荷重を2分間

加え.除重縁2分間放置してからiP.蛙LT=}比の数値か大きも凝抑えTJ･時元-帰7,うとす

る性質が破い.,

2.防水度1. 5 clr.X 4C硯の試換片をニッ折とし5 C!ログの荷重を5分間刀は,緊張LT=針

金上で5分間放置して削定LT=｡

5.硬軟喪2cm.X 1 Oc頂の試料で1 5Cカ-/チレl;一法rLて測定しT=.,

(5)試鹸fLI-j一巣及び考察

掛 番号 �8��&R��ｹ7��爾�防放挺% 剄d軟度表 

疑方向 亊雲ｸﾏﾂ�纏方向 ��饑ｸﾏﾂ�

No.1 都ゅr�87.0 塔�蹐2�50 鉄R�

2 都B繧�92.5 田偵R�55 �#B�

5 嶋8ﾒ纈�9〔LP 都偵R�53 鉄��

4 都u��84. ��育粤R�27 鼎��

5 都B���_88.ロ 田R脾�29 鼎��

6 都u��91. 田偵��52 鉄��

7 都ょ��ピ9.0 都C��55 鉄��

8 都R絣�87.- 芳B絣�5ロ 鼎��

9 都b縒�9ロ. 都り8ﾒ�29- �&G��

A 都�B�82. 田r�"�2Ei 鉄r�

B 都ゅ��79.¢ 都ゅR�25 �#R�

測定回数　各　10回

温　度　　ZC℃　　　滑　度　　占5%

以上の結果より圧範弾性vlつい

ては.生糸たけIir使用した場合uJ

最大値と最小佑t7)差は,合哲を使

開し7こ場合即それよりも小さい.,

然し全体の患大値は合鍔を使用し

た僻lこあって.テ1)レンを甘練と

して入れた場合ほ良い接であるが

之を生糸と共に強撚したものは.

生糸単独のものより反って悪く11:

って行く､即ち押えた場合の反発性を良くするに打合節を倖明しても宣しいが､その傑開法

に注意しTi-け九はたhTLいU又同じ様に甘群を入れT=場合テT)レン､生糸､カネカPソ0)膳

に並ぶが､之はフィラメント糸と紡績糸との蒜もある按である｡片控と語軌或は騎兵等r-

よる影啓は特に認められ:rfいか,桶対的8･1甘枠を入れT=j:I.)が圧縮弾性は良い桜かこ思わそしる･.

(16t)

)　貴覧も一章

F　‥.･･II･.-.･･L･ー　7･･-･r-

防鮮度では経方向に就いてをi.経糸を同一条件のTlニ製粒LT=が､夫々差が生じているU

之は綿糸収耗度合か違う為､経密度r-変化yi,来T=している為と思われ,rJ∴綿の円と到方法･

密度による焼向は見当ら'LいU締方向に就いてほ密度との関掛醸り類いが,ナィ｡ソ糸

を倖っT=もの､或はテ1)レンせ強撚せずして使用しT=ものが良い榛であり､釣糸使用U)場

合でも甘樵のものを入れた方が約1 2 %も長く､同じ甘松でも鮮度が大であが.;RF･防磁性は

良いことか解るq又経方向と柁方向の釣合から見てもヤはけイpソ軽いo)もの､チリレ

ンを甘横にし7こものが良い榛であるo

硬軟度きこ掛､ては､綻方向のものは同一条件で輿鮫LT=qT-も拘らず-防鞍度場合と同

様緯糸の収得に上って密度LJこ鮫化.,k孜はして硬軟C,差かfjthれT=もdjと思われるo即ち緯

糸の頼み力の大きいもの軽経密度が増加され硬くTLって行くo比の縮み力は節度,撚臥

撚糸時の威力及び柄椎の膨張性等旺関係し辞方向のもQj'･1ついてud-密度にも関係する

ことと恩T,れるが､強雛糸は刀､りの糸使いのもq)か厭くTrっているのは当然であるU

以上少TLい試料で考察して菜だが､生糸だけe)ものと-鍋も砕軽便稲のものと比較すれ

は､前者のも0-1は､各試鮫項目与こ対レくラツキが少TEL磯であり､後者はJ:ラツキが大き

いけれど夫々の性質I璃Llウ良きものが得られる要素を含んでいると解釈出来るu現在

の縮緬の風合を改良する一法として合成嗣鰹の俸吊力撮るが.これを旋用した場合にI朝専

lこその使用方法に留意LTLけれはTrらTl-い-

叉之れ専試作縮緬の染色性を考察する為i･--塾航捺染を行っT=のであるが､これらの試料

に用いた染料ほ乳ナィ｡ソrL親和染静性のある直接染斡_酔生染斡および含接用の分散

染料等であるがナイロン浪裸のもfZjは分散染柳i剛､ず直乳取離脚をもって捺染LT=.

が､染料の浸透も良好で綿と同色･こ染着し､殆んど問題;･iTLL､と思われろ0 -方疎水性機

経で錠桁染料が限定されるテトロンカネカロt/混練C･.ものは分散染料とキヤ1)ヤ-をもっ

て直乱酸性染料色幣各々と兵に使用し空し丁二が十分TL染着効果が得られず､いもゆ争

〝帯剛〝状とTr ij･ ,同色酔･こするには今後の鞄にまた二.-i-けれは'=らなし､｡

(9)県下工業用水の分析について

日　的

耕維工数こ於いて水は豊ー質とも頗る覇賢な原材料の一つであって､本県qlおける中小

工場では乱麻､絹および化繊であるスパンレJ　ンそしてナイロン等を中心とLT=-勉蘇

緬,御召.麻シャツ軌夏夜具軌蚊帳､クレープ,ブロード等および先敦のビp-ド後

染のコール天等を多量に生産し,これらの押付､撚糸,辞練_漂白-染色整理仕上加工に

併円する水は莫大Tf量に達するものと想像せ対し且つ良質q)水が望かLるわけである0

日7)
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詫つて今同当所はuITIS(巳木工業規格)K(:}ⅠOI-1957工業用水試駁方法.!= 唸僣ﾆ(��褫｣｣ｲ�+�･�8�7&定7�$��

基づいて個々の工場を対象にそして産地全休L'j水質の兵,註妻な把極し,加工時P.1おける絃 啖ﾃﾖ宥耨����?�班�?�?����駟�*ﾇ(�7����｢窗,ﾘ+X*ｨ*ｲ���ﾉ%��3I�8ﾜ�,ﾙ�ﾙWｸﾊh亙¥��c��Xｻ�*�.y69>��6霈hﾅ(.�(�5ﾘ+ZH�,�,I9iHｨ6ｨ､��ⅸ,B���

J物品質管理呈iJl寄与するT=Et,菜掛占@JrU-l一端として昨年..7月かF-,分析試盃計画を実施し. 
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別表2能登川地方水質試験結果一覧表(昭和55年8.9月度) 
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I.試験地導に関する事損

1 -ト1黍化姐感応月番口脇題-の言式作し宅の-)

Ej的　当地方の鬼歯は燃の並韻､逢清の密度によって其の風合､シ,*立夏雇えてし､石

が､こL l:鵜鰍こよって変っTLll/iit立の題摘ま製耕試験したo
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単梁と細り方との騎係が副J非常に難かLL､ように考えられ召｡七の鷹巣題感

は無地T510)変似自省応用ガ合理的であったと考えられるo

1-112　テトロンクレープの試親

日的　胆年テトロン巌鯉0)燃止まについての千慮硫変壬府をつ71軌　こ､にテトロン

ラミーの漫崩糸のクレープ去就虚し金再肌着としての性能去就験したo
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別表5　　　高島地-万来異試験鎧呆一覧表　　(昭和55-年1月庶)

分析 番号 僖霾膩｢�採水塊 白��6�ｷhﾖB�歿f�dB�全硬資 ぐd_fD ��fb�MTル カリ度 (エコ堅塁 

42 鉄R��"��B�新旭町 ��ｸ撮モ免ﾂ經���8ﾒ���紊r�1.47 �8�r�17.5 

45 ��"��B�1〝 I 倬hx�イx6｢�l17.2iO.占D �8ﾒ�����1.211 途�"�ll.0 

註1 (柄の水温はパイプて引水LT=蛇口で採水しに畔の測定温度であf)一触は自噴叉は揚水時Uj

水温であるU

別表4

辛 仞iZ｢�-増幸硬戸.I- �.X迄ｷhﾖBﾒ�全硬酉 儕H 蛮4�99Zｶﾂ��輔発残留廠分 剩�l 

ぐiE) 中�R��(○ 劔Nr����物(p 仲��ﾒ停�

長爽 亦膩ﾄ��2.217 途�3ｳ"�途絣�92.9 ��#B縒�0.048 �#H�8��

均 僞ﾈ�w��2.24 �8ﾒ繝"� 迭腓b�7.0 滴,B紕�91.8 ��ｵ��SR�17〝 

徳 �8磁�ﾕ��?�｢ﾃy8r�0.8〔) 飛經B�1.54 凵� C.′ ��B絣�占1.6 佰ｲ�8ﾓ���2^{湖水.沼かま除く). 

最 �+yVﾂ�Eﾉ6��ﾂ�ﾘ)8r�巨言… I ��よE��R緜����14.25 �7.9- ��Y�る���15ロ.5 犯偵�#R�24箇所の中より 

高 倭 劔9.14 �7.9 涛ゅ��155.0 ����R�17〝 

最 �+xﾚﾒ�5.52 ���8ﾒ緜B�4.16 冓 鼎�紕�89.5 ���6ﾄ7C��24箇所の中より 

低 僞ﾂﾙ�鳴�ﾘ)8r�tC.dO i �8ﾒ����� ���#��6..1 i- 免ﾂ蔗�Li5.0 ���8ﾓ�r�ー7〝 

徳 剪ﾒ� 辻�辻� 

この分析調査から各地方の水質を別表かF,検討してみると.水源の形啓は殆んどが撃泉水

であり,自噴するもQ)､換水するもの半々楓乾であり深度は浅いところで5-占m深いとこ

ろでま9 C･m､ 1占ロmrr箇所もあり｡帯水層_水量等教妙様々であることを示している｡

水温は1 4- 1 5 ℃と大体-芽で_軒碇は全地方とも軟水の静'=展するが,平均値をたがめ

ると能登川一高射場対的8･=良好で殖匡工業rL適していると恩hれる｡湖水は殆んどの地下

水よりは良JiEc)水である.i PFiL散7ルカ.)性の水源が多く､山手の方は微酸性の水が二

､三みられるリアルカ.)痩,蒸発残留物は｢般に所望の数値より高い｡

鉄分の各地方岬均酎ぷ溶解よ｡I雪濠低く示し､良好と恩hh特長的なのは長浜地
1

方と比較して能登川地方は硬度は約4倍いが簸升が梢々多い鯨向を示しているo

結局地形,地質.地層の複雑な影響によると考えF,れるが,長浜地方は箇所【こi-り硬皮の
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llrI ･貞 一 I 変化か大きく又高い旗向があり､これに対して能登川.高島地方ほ-変動も少Ti=く､本肺 冉�����宝ﾕ����m9?�2�=�,ﾂf鐙�8,亊h+x.倆Fﾅ"ﾒ�

1硬度も低いことかわかるoこれらの水質では複雑赦妙た輯推加工以外は十分注意すれま 丼$･yf韈���襌)��ｹV�/�ﾘｹuh+x.�H+�9h.姶T�%ｩ(h,亢�.傚Hﾋｸ�ｸ.(��N�(怦ｧy4�,侈匹ﾙ�ｹV�,ﾉ�ｹEﾈ/��∫ 大きfL影替ほTLいものと静せられるU然し今後益々良品の製品が要求される時代とTLり､ 凉ﾙ�4��ｸ+�ｸik�+x.倆H,ﾘﾋ�/�ｺ�CﾕD�*(*ｨﾋｹ�8ﾔ穐�,ﾙtﾈｵｹ4疋ﾉ��k7�+�.h.�����:��&偃x,ﾈ�8,��ﾉzx+x.��

今後も分析のはか維加工に対すろ影響,:ど具体的TI間掛こついて離放して筑験したいU (18)ナイロ./ビロイの汚れ.除去法について �.�,ﾈ,X*�.�*巴ﾉ&韃俤�2笘ﾜXﾘ)%偸�/��ﾗfﾈｨ位h+x.俘ﾈ.�TｹMh,X*�.氷ﾝx.豫�5�*�6x�ﾘ,佝��h+�ﾘ"�7�亰ｨ��/��9�+�+X-�.�x,��Y��Hﾙ�zx韋ﾋ��H蝎&韋靈��｢陞��ﾊHｸh�ﾙF位ﾘ+X,HﾊHｸh+�+R�-�ﾖ�+ｷT｢y7ｩG�,ﾘ鴿�ﾈ,ﾉ,ｨ.�,X*�.�4R�諸��R�)D�7��

目的 

銅線を使用する有線ビローT.Pこ於いてナイロンビp-rFこ特r-夏季工員の汗等によって ��6�8ｨ8ﾂﾒ�,ﾉ�ｸ鐫ﾉ�Y�jH覃�2陷�ﾔ�'�ﾈ,(*(,B�

黒紫色の汚れが発生する鄭こ之れの除去法について武致すると共(,=銅線の樹脂加工試鋲も �(ﾘy�ﾈ手ﾟりﾚﾉf��IZ�,ﾈ鯤ｩ:H覃�6(+�,(*(,B�Sx5ｨ6Rﾘ6y�ｩZ�,ﾉ�ｹd��+�,(*(,B����諸��SYD�7����査ｷ�+ｸ,ﾉ�ｹV�,ﾈ韋ｫy_ｹd�な+�,(*(,B�(ﾔ鮎h詈�WEB兒ｩ�ﾘｷ��X�yﾙ_ｹd�,�,(*(,B��YE�鏈yﾙ�ｷ�+ｸ,ﾈ��|H咎w�,�,(*(,B�

併せ行うoF=.て ∫ 

方_症 

先染-の-桶液中-の紳i,杯可能であり叉′'jJLの状腔化なき様灯る雛iき 

溶剤を主体として試験LT=が次述q-l如き方法で満足な結果を縛ることが出来7=d 

結果汚れ除去法 

①バイルq)部分酌T_r汚れの場合 

汚れが薄い場合は蕃酸209､メタノール1DPDcc.汚れの掛場合は拳寧2 滴��ｸ���･zI�ｹ�H�ｹ�Y�bﾈ��ﾔ┷ｭh+x.�+�,b�

5才､メタノールlOMccの割合で調整しスJi-:-/ヂ又は軟いかこ浸ませ軽く汚 店�8����ﾘ繰I�hﾜｨ,�,(*(,B�B��H,ﾉ�ﾈ,ﾈｼik�,亊h+x.倬hﾘ���

れの部分を摩擦し除去する一 

i.一②全体的7:I汚れの場合 
SL …荏酸2ロ9メタノ-ル1ロCcc,四塩化炭素9Pulcc､スコアp-ル2ccの 茶�丶ｩ_ｨﾔ��ｨ,ﾉy駅��

_.割合で液を詫鼓しスボンヂに援ませ軽く全体r-摩擦し陵墓する｡ 俐X晴ﾌ�7�,ﾉ�ﾙOVy|ﾘ,XﾜY�Xﾌ�,ﾉ�h蝠Sﾘ隆��+x.�(h抦ｮ仂h,ﾘ��ｫ�,ﾉuﾘ��Bﾈｿ�/�tﾈ+x.倬h,�*ﾒ��6ﾂ�
＼ 以上の工軽が終れば密閉LT=容器中にアンそこヤガスを充満Lt.そC'串へ卜5時間 �-8�ｳｩ�i�Y�鞐ﾈ,ﾈｺﾘ*ﾙwhｸ�+8.ｨ.侏ｸﾚ�?ｨ��$ｩ�h蝌ｨ逢ﾂ粤ﾙ,x.ﾘ.ｩiI�h蝎V�,���+x.侘�.�+8.･Cﾙ�ﾘ��,R�

入れ中和払蛙を行い後生地中の余剰ガスを発散せしめるU �,ﾚI9�.ｩ�hﾞﾉ���(*偬��;薀�*(郊,倡yG��,ﾉ�h蝎�ﾙOX/�ﾔﾈ*ﾘ､ｩ_､ﾉy��(+�+X-�ﾕR�

心地衆の汚れの場合 �+ｸ,ﾈ皜Dﾈ.�.�,ﾈ-倬��,ﾉ,ｨ.�,X*�.紐�

藩際メタノール処掛i行わず密閉LT'アンモこ,I-,ガス中に12-24時馳理し後 ��ｩN洩ﾈ*ﾈ韋ﾞﾉV��

空気中で生地中の余剰ガスを発散せしめるo 凉XｪX�o���イ"ﾒ��6Rﾒﾂﾘ8ｸ4�8ﾘ5�&����ﾇﾈﾇﾃ｣｣xﾆBｃ#s�R臘ｸ蓼�8�����98蓼耳62��ｸ憖68�x��#xｽ�囘I8ﾈﾄi5ﾒ��霽���イ)�R迄ﾋ驃ﾈﾆHﾇﾈﾇﾈﾇﾉZ箸�ﾈﾇi�以����#���r��2s蕋�

掛拒加工法 

銅板vl胆加工を行い未然に汚れ発生を防止する方法-ti.珪素､オリジン串で処理を行 

うと良好TL結果を得るが多くの銅線を束状で])nJBける場合軒性の少けい樹畔を選定しなけ 

れば,_r打ない.之れi,二は薩素捌汚､ポリゲイニ-ル､フ*Jレマールが故故簡便で結束は良 

いt. 

(Ze) 
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2　組　　払

(2)工場診断

業者の依雛よ｡品-乳生産能率碩静こついて長-亘り(約5- 1 C醐拍

状を糖しそU攻点､ ---改-f]-･1て来T=U其0-)-i-ものは紬の通りo

製網中q=於ける糸切れ状況a'診断

指導所に関する観要

1 #　*

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8年　4月

大正11年　4月

昭和18年　4月

昭和18年1ロ月

昭和19年　5月

昭和21年　5月

昭和27年　4月

昭和5ロ年　9月

昭和52年　4月

液袈県立長軌能憩li工業試験場を夫J-･設立

表札能登順接を鰭し滋県工耕鯉城とたし能鼻恒こ木酢お

き長浜をタ湖とするり

再ひ分割して渥湖は川､長浜二束試験場の二場を設置

能登川工菜試験場高島分場を設置

能馴瑠抑酌駄敗報共同カ(;=鱒酎改札高島分析廃

止

長浜工菜群鹸壇'i,攻捉県工業紬場と改称

染続共同加工背導所内に併設

賦共同加工指導所を廃止

手竣県綾iS_IlL長浜同工業荊敦場を末々設立

能登川,長浜両工業-･-合併､故筑県立雅工業粥漁卵維

三転して滋賀県立陛芝川､寮浜酎紅葉試験場を設置

餅､絢偶瑚工業縛場碩止し麓革柳軽工業僻所蛸直

し.長浜に本所を南畝Ll,高良に支所を置くU

所　長-

庶　務　係一一-T

(係　長)

指　導　係

(係　長)

主事補2宅､汽締士1宅､中位1名

織部一一一-抜師5名･技術補佐員2名

染色仕上部-控師1名､技軒裾2名

甜姶部　　　技師2名､技術補佐員1名

撞師2名

技師1名､臨時和良1名

(主任)

5　敷地､建物

敏　也　　　　69･5アール

建　物　　1.ロ42平方メートル

物理試換望72平方メートル　国英窒　?11平方メートレ

恒温恒涯室52平方メートレ　粥放工場　524平方メ-いレ

化学試険蓋54平方メートル　汽曙重　1 7平方メートル

染色試演室72平方メートル　其の他　　=7平か-トル

4　主蟹殻hiL機械

布抗張力稚横

糸強伸監粥漁械

輔皮計

鎮撫器

ストp,ポロ･3転計

写実引イ栂

オシロスコーフ

ホモミキサー

電気清市韓

熱風乾燥器

フコニードテスター

リーテスター

検知器

直示天秤

ト-シヨソ/{ラ1/ス

トルク計

換尺器

カストム式物磨櫛放欝

顕l'-芳一

蘇鮮写真装置一式

イオン交換純水装置

水菜イオン測定器

紫外線物資鑑識器

謹荏_乾輯器

摸物Lf･さ別辞鰐

ラウソダーテスタ一

糸亀倉力試験機

耐水腔前約較

化学ヲ三野

テンションメーター

(25)



アンムスラー製布密約試験器

パイルデカ/(リングテスター

デユボックス比色計

振切脱水機

静電気配達器

超音波発技器

マ-ネ一式試染換

竪型水管式ボイラー

振塵器

迅速水分計

圧縮弾性試論器

光確二色計

芋振型敗色段擦試験器

小fF,!布∴､唱

ストーマ一粒度計

小型マンタル

裏面温度計

防Lき｢緑器

諾等式発生緑

分析装監式

力穀粒(綿､絹,タオル､ビ?-1ド一　缶教組機)

準備摂(撚糸擁,整経機､鈍返梅.管巻綴_其の他)

経メl)ヤス較

訳染弔銅寄

小型楠緑木槽

5　予　算

昭和5 2年良三才出

産菜経済費

縫糸捺染械

f賓 白�m｢�1 節 儿ﾙf�ﾌ��金紋円 

繊経工菜指導所変 �� ��15,ロ86,552 

所費 �� ��Rﾃ��な8ﾓ���

l r 凉�X决� �"ﾃcsrﾃ(8ﾘ8ﾒ�

給料 ��1,ロ49,5nD 

怪員手当 ��1,482,458 

扶養手当 �#��ﾃSt2��

I I ��暫定〝 ���コﾃ#S"�

期末〝 電3づS���

】 ��勤勉〝 �#S"ﾃsY���

寒冷地~〝 鼎Bﾉ��8ﾒ�

I ��超過勤務〝 ��s痛�ン"�

I ��宿勘定〝 �"ﾃE����"ﾃ����
I 几yN�� 

賃金 ��15,8CLP 

消耗品勘 �19,999 

【 ��整料穀 ��19,975 

各塩資 白�'i占,940 

I I �8ﾟﾉ�ｹgｹ�"� 

光熱水穀 ��9,264 

I ��通信違搬資' _-i 備品費 ��115,PC!ロ 

E5,558'995 - 儘磯iW俯�ﾇ員ﾈ爾� 迭ﾄ6ﾃSづ塔"�

手数料 ��5,0ロロ 

試験指導責 辻� 免ﾂﾃ��モﾃS#��

】 几yO｢� ��h8ﾒﾃ鉄��

消耗品数 ��281,OCl0 
- ��燃料餐 ��148,97ロ 

r食棒衷 ��19,ロロロ 

- �8ﾟﾉ�ｹgｹ(�� 鉄づ涛��

ll,974 光熱水数 ��
- ��通信運搬費 ��15,499 

- ��備品裂 ��152,2ロロ 

修繕料 ��2占1,982 

原材料蛮 白�99,948 

県歌鼻翼 �� ��67ち 

磯員数 �� 塔#R�

磯貝手当 ��1ロ0 

i i �+Hｼ閂�� 都#R�

昭和5 5年度才出

】項 冦｢�節 ��ｹXﾙ�R� 仞�ｧｨ冷�

横棒I業指導所費 �� �� ��

ほ斥費 仍����占,784,512 

吏員給 �� 迭ﾄ4SH8ﾒﾃs湯�

給料 ��1,5占8,95ロ 

戦員手当 ��1,744,465 

扶養手当 �)�ﾓづ鉄"�

l暫軍〝 �(�ｲ��bﾃ##��

博嘉〝 ��sCづ委ｳr�

勤勉〝 �#板ﾃゴ��

寒冷地〝 鉄"ﾃ#���

i超過勤務手当 �1占5,999 

- ��】 偬�?ｨ�詹9b�69,55Cl 
1 I l ��謹賀 ��85,98~1 

一山-- l ��束~一㌦高一 ��28,95ロ 

- ��滴耗晶費 ��55,955 

燃料斐 ��58,占75 

｢~~~一M~Jー~｢ ��食糧賀萱 l ��54,981 

-■

I



｢古層頗畜乾 l 僥 I ��rﾃ��ﾔ2�B�

】光熱水喪 ��1占7,2.57 

通信避撤喪 ��-/2,CPCi 

手数料 ��5,と55 

店請料 亦�22,PCO 

備品至;? ��155,912 

負担金市場わ ー及びを.1.TI金 ��le.,ロPP 1 

1併行女料 ��656 

誠治指導要望 �� 涛#RﾃSS��

旅接 ��155,599 

消耗品数 ��559,と占占 

燃料控 ��9ロ,ロロ0 

光熱水短 ��99,526 

修繕料 ��14t=Z,LlロLl 

鮪品致 ��98,747 

!商I硫光整 ��xﾕHﾔ鮎b���ｻｹ���元信運搬染 ��50,99-5 

財産托 俥�/�ｬy��.R�修辞料 ��占,2DO 

県庁更 侈xﾆ碓仍｢�戦敗手当 ��122,855 

通勤手当 度蔗ﾃ#D��

超勤〝 鼎痛���Rﾂ�

昭和5 2年度才人額

昭和5 5年度才人筋

衣 俘�自m｢�1l節 仞�餽冷�

使桶料及手数料 ����ﾇ��鱒軽工業捲首所設備使悶料 澱ﾃs釘�

｣讐警 ��9Ih��韋ﾋ�詹�I{��185,O占5 - 亦�T合計. I ����ﾃゴ��ｲ�

(_2占1

_町一.て.7､ J～付　け†､　　--

∵二.･ ･∵∴　∵･....一∵∴J射

8　枚　　員

JF,T　　　嚢　　　　技術吏員

庶　務係東　　　事妨吏員

指章係長　　　技術吏員

能登川支所主任　　　〝

君島支所主1=T=　　　　〝

庶　葦f3,;持　　　　主寄席

〟                 〟

'/　　　　　汽跨±

〝　　　　　　小　　使

手旨　導　係　　　　技術吏員

′/　　　　　　　　　　　　　　　　〝

′/　　　　　　　　　　　　　　　〝

′′　　　　　　　　　　　　　　　　　′/

ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

〟                〟

′′　　　　　　技的祐

〟               〟

〝　　　　　　技楠補佐員

〝　　　　　　　　　　　　　　〝

′/               〟

琵宣川支所　　　技術吏員

〟                〟

高島支離　　　　　　〝

〝　　　　　　臨時現員

井　沢　　　皆

吉　川　甚　市

今井　倍　次郎

癖井餌-

L･. 千 ･一　　　一･:  I t'･ i

産　山超l=:･　　T F　-I /､

{上_濁応手1　　　　7-　pL1- i

iミユi-一一∴　　一　､1.･一　　一

中　ロ　重　雄

内　藤　静　鮭

尾　索　盤　次

小　林　昌　幸

捗　木　田　治

E fF蓬　栄　三

川　日　　　活

削　川　春　次

章　田　鹿　三

善　田　周　東

川　島　鬼　子

西　山　冨　千

坪　井　　　明

野々　下増≡

荒　井　信　謄

西　沢　和　枝
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